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「アルバムCD作成」とは？
メモリカードの写真データを分類して、CDにバックアップする機能です。	
写真データのバックアップからオリジナルのCDレーベル印刷までを、	

パソコンを介さず、本製品単体で行えます。
保存をするたびにアルバムとして分けられた写真データは、	

分類や日付でスピーディーに検索して、簡単にプリントすることができます。

メモリカードの写真データを分類して、1枚のCD
にバックアップすることができます。

1枚のCDに追加でバックアップをすることがで
きます。追加をするたびに「アルバム」という単
位で保存されます。

分類別にバックアップができるので、CD内の写
真をプリントするときは、スピーディーに検索で
きます。

CDの容量をオーバーしても、自動的に2枚目に
バックアップ。大容量メモリカードからのバック
アップが簡単です。
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アルバムCD作成にチャレンジ！
-メモリカードの写真データをCDにバックアップするまで -

 写真データの入ったメモリカードと、バックアップデータを保存する
空の CD をセットします。（本書 4 ページ）

上段スロット

下段スロットランプ ランプ

※CDをセットする前にファンプリントのメニューより［アルバム］を選択してください。

 メモリカードの写真データを分類して CD にバックアップします。
 （本書 5 ページ）

 バックアップした CD のレーベル面に印刷します。（本書 7 ページ）

バックアップの
流れから印刷

メモリカードから印刷 CDコピー機能を
使って印刷

※印刷には次の3通りあります。

写真データのプリントにチャレンジ！
バックアップしたCDから、プリントしたい写真データを分類と撮影日で検索。
ダイレクトにプリントします。（本書 15 ページ）
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 電源をオンにします。

 保存するデータの入ったメモリカード
をセットします。

ランプ

上段スロット

下段スロット

 【ファンプリント】ボタンを押して、ファ
ンプリントモードにします。

押す

 メニューの［アルバム］を選択します。

①		【 】か【 】ボタンで選択

②		【OK】ボタンで決定

�
写真データをCDにバックアップする

12cmサイズのCD-RまたはCD-RW

＊：レーベル印刷を行う場合は、レーベル面がインクジェット方式カラープリンタでの印刷に対応

しているもの

o
・ディスクの読み込み中や書き込み中に、振動や衝撃を与えないでください。ドライブが故障したり、ディスク
が使用できなくなったりするおそれがあります。特に、スキャナユニット、原稿カバー、用紙サポート、排紙
トレイ、CD/DVD ガイドはディスクの読み込み中や書き込み中に操作しないでください。

・CD/DVDスロットに、マイナスドライバやクリップなどの異物を挿入しないでください。故障の原因になります。

・レンズクリーナー、CD/DVD レーベルシールやラベルシールを貼り付けたディスク、結露した状態のディスク
は使用しないでください。誤作動や故障の原因になります。

・ひび割れや変形補修したディスクは使用しないでください。内部で飛び散って、故障したり、ディスク取り出
し時にけがをしたりするおそれがあります。

・ディスクは、わずかな傷や汚れによって、正常に読み込み（書き込み）できなくなるおそれがあります。取り
扱いには十分ご注意ください。

・ディスクを持つときは、光沢面を触らないようにしてください。

・作成したディスクは、一部のプレイヤーでは再生（読み込み）できないことがあります。

・本製品以外の機器で保存された CD-R/RWは、データを追加保存できないことがあります。

・使用済の CD-RWディスクで書き込みができなくなったときは、新しい CD-RWディスクをご使用ください。

このステップで使うもの

バックアップ先の
空の CD

PM-A970 または 
PM-T990 本体

バックアップする写真が入ったメモリカード（いずれか 1 枚）
（以降、コンパクトフラッシュカードの場合を例にご説明します。）
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 バックアップデータを保存する空の CD
を CD/DVD ドライブに挿入します。
CDが正常に挿入されるとCD/DVDドライブラン
プが点灯します。

ランプ

o
・ランプが点滅しているとき（通信中）は、振動を与えたり、操作
パネル以外の部分に触れたりしないでください。
・8cm	CDには対応していません。印刷用の8cm	CD/DVD用ア
タッチメントを取り付けて挿入すると取り出せなくなるおそれ
があります。
・パソコンの操作から、CD/DVDドライブ内にセットされたCDの
データを確認することはできません。

n
・外部記憶装置（MOやUSBフラッシュメモリなど）にもアルバム
として保存することができます。
・すでに作成済みのアルバムCDがある場合は、そのCDに空き容
量があれば、データを追加バックアップすることができます。

 アルバムの作成方法を選択します。

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【OK】ボタンで決定

設定項目 内容
アルバム作成 

（すべてバックアップ）
すべての写真をまとめて保
存します。

アルバム作成 
（選んでバックアップ）

写真を選んで保存します。

アルバム作成 
（日付でバックアップ）

写真を撮影日で選んで保存
します。

 画面を確認し、【OK】ボタンを押します。
①		【OK】ボタンを押す

 バックアップする写真または日付を選
択します。
手順	 	で［アルバム作成（すべてバックアップ）］
を選択したときは、手順	 	に進みます。

n
・JPEG形式、TIFF 形式のファイルをバックアップすることがで
きます。RAWデータや動画など、他のファイル形式のデータは
バックアップできません。

・バックアップ可能な最大ファイル数は、1アルバムにつき999ファ
イルです。

■［アルバム作成（選んでバックアップ）］を選
択した場合

①		【 】【 】【 】【 】ボタンで選
択

②		バックアップする画像に【＋】ボ
タンでチェック（ ）を付ける	
【－】ボタンでチェックを外せます

③		【OK】ボタンで決定

■［アルバム作成（日付でバックアップ）］を選
択した場合

①		【 】か【 】ボタンで選択

②		バックアップする日付に【 】ボ
タンでチェック（ ）を付ける	
【 】ボタンでチェックを外せます

③		【OK】ボタンで決定

 バックアップする写真の分類を選択し
ます。

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【OK】ボタンで決定

n
・1回のバックアップで選択できる分類は 1つだけです。

・バックアップ後、選択した分類で写真データを検索することがで
きます。

・選択できる分類には、以下のものがあります。

	 家族 / 子供 / 旅行 / 友人 / イベント / クリスマス / 風景 /	
スポーツ / ビジネス / プライベート / 海 / 山 / ペット / 休暇 /	
学校/お気に入り１/お気に入り２/お気に入り３/お気に入り４/	
お気に入り５
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 バックアップの内容を確認します。

n
・アルバムには、「EPSON	PhotoAlbum	XXX」の名前がつきます。
XXX には 001 から連番の数字が入ります。バックアップする
CDの中に「EPSON	PhotoAlbum	003」がある場合、「EPSON	
PhotoAlbum	004」の名前がつきます。

・バックアップするデータがCD１枚に収まらないときは、下記の
ような画面が表示されます。

	 複数枚に分けて保存するときは、【OK】ボタンを押してください。
そのままバックアップが開始されます。

	 写真を選択し直すときは、【戻る】ボタンを押してください。

 【OK】ボタンを押して、バックアップを
実行します。

 バックアップ完了のメッセージが表示
され、CD が排出されます。

■ CD にデータを追加する場合
【戻る】ボタンを押して、手順	 	以降を繰り返して
ください。

■自動レイアウトでレーベル印刷をする場合
バックアップした写真データを使って、以下のよう
なレイアウトでレーベル印刷をするとき（詳しくは
次ページをご覧ください）は、本書 8ページに進ん
でください。

バックアップが複数枚にわたる場合は、以下の画面
が表示されます。本書 8ページに進んでください。

■オリジナルのレイアウトでレーベル印刷を
する場合

【戻る】ボタンを押してバックアップを完了し、本書
9ページに進んでください。

バックアップが複数枚にわたる場合は、以下の画面
が表示されます。

【戻る】ボタンを押して、引き続き次のCDにバック
アップしてください。すべてのバックアップが完了
後、次ページに進んでください。

以上で、「写真データをCDにバックアップする」の説明は
終了です。
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バックアップしたCDレーベル面の印刷方法には次の 3通りがあります。

 アルバム CD 作成機能を使ってレーベル印刷（本書 8 ページ）

写真データをCDにバックアップした後、続けてレーベル印刷を行います。

・アルバムの写真データの中から、ファイル名（ASCII コード）順に 8枚印刷され
ます。

・写真データが 8枚に満たないときは空白ができます。
・複数のアルバムが存在しているときは、最後にバックアップしたアルバムの中
から印刷されます。

・縦写真は横方向に印刷されます。

 メモリカードの写真データを使ってレーベル印刷（本書 9 ページ）

メモリカード内の写真データをレーベル面に印刷します。

・レイアウトは１面/4面/8 面/12 面があります。

 コピー機能を使ってレーベル印刷（本書 11 ページ）

CDコピー機能を使って、レーベル面に印刷します。
写真や布地を重ねて、オリジナルのレーベルを印刷することもできます。

�
バックアップしたCDのレーベル面を印刷する
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本書 6 ページからの続き

o
・一度レーベル印刷をすると、同じCDにデータを追加したとき
に、レーベル印刷をやり直すことができません。
・レーベル印刷には、バックアップしたメモリカードの写真を使
用します。メモリカードは、レーベル印刷が終了するまで取り出
さないでください。

 （ ）マーク部分を押して、CD/DVD ガ
イドを出します。

o
・本製品の動作（動作音）が完全に止まったことを確認してから
操作してください。動作中に操作すると故障の原因になります。

 バックアップしたアルバム CD を CD/
DVD トレイに載せます。
トレイ上にゴミがないことを確認し、CD印刷面
（レーベル面）を上にして 1枚だけ載せてください。

 トレイを CD/DVD ガイドにセットします。
図の向きに従ってトレイを挿入し、トレイと CD/
DVDガイドの三角マークを合わせます。
印刷を実行すると、自動的にトレイが引き込まれます。

まっすぐ水平に挿入

三角マークを合わせる

 【スタート】ボタンを押します。
トレイが引き込まれ、CDレーベル印刷が開始されます。

 印刷が終了したら、CD/DVDトレイごと
引き抜き、CD を取り出します。
複数枚のバックアップを行っているときは、印刷終
了後に以下の画面が表示されます。

画面の指示に従い、次の CDへのバックアップを
行ってください。

 （ ）マーク部分を押して、CD/DVD ガイ
ドを収納します。

以上で、「アルバムCD作成機能を使ってレーベル印刷」の
説明は終了です。

アルバムCD作成機能を使ってレーベル印刷

このステップで使うもの

バックアップした 
アルバム CD

PM-A970 または 
PM-T990 本体

バックアップする写真が入ったメモリカード（いずれか 1 枚）
（以降、コンパクトフラッシュカードの場合を例にご説明します。）



–�–

本書 6 ページからの続き

 レーベル面に印刷する写真データが
入ったメモリカードをセットします。

 バックアップしたアルバム CD を CD/ 
 DVD トレイにセットします。
本書 8ページ手順	 	～	 	をご覧ください。

 【メモリカード】ボタンを押して、メモリ
カードモードにします。

押す

n
・メモリカードモードにならない場合は、もう一度【メモリカード】
ボタンを押してください。

	 電源をオンにした直後（初期動作中）は、ボタンが反応しません。

・液晶ディスプレイが暗くなっているとき（スリープモード時）や、
スクリーンセーバ起動中は、【メモリカード】ボタンを 2回押し
てください。

 メニューの［CD/DVD 印刷］を選択し
ます。

①		【 】か【 】ボタンで選択

②		【OK】ボタンで決定

 【印刷設定】ボタンを押して、印刷設定画
面を表示します。

 メディアの種類が［CD/DVD レーベル］
になっていることを確認して、レイアウ
トを選択します。

②		【 】か【 】ボタンで項目選択

③		【 】ボタンで設定値表示

④		【 】か【 】ボタンで選択

⑤		【OK】ボタンで決定

①		確認

レイアウトは次の 4種類から選択することができ
ます。

レイアウト 
名称

レイアウト 
説明

印刷例

CD-1面 1つの写真データを、
CDレーベルに印刷し
ます。

CD-4面 4つの写真データを、
CDレーベルに割り付
け印刷します。

CD-8面 8つの写真データを、
CDレーベルに割り付
け印刷します。

CD-12面 12個の写真データ
を、CDレーベルに割
り付け印刷します。

メモリカードの写真データを使ってレーベル印刷

このステップで使うもの

バックアップした 
アルバム CD

PM-A970 または
PM-T990 本体

レーベル面に印刷する写真が入ったメモリカード（いずれか 1 枚）
（以降、コンパクトフラッシュカードの場合を例にご説明します。）
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 必要に応じて他の項目も設定し、【OK】
ボタンを押して、設定を終了します。

n
・用紙種類を［普通紙］に設定すると、A4サイズの普通紙に事前
に試し印刷することができます。その場合は、CDを取り出して
CD/DVDガイドを通常の印刷位置に戻してから、オートシート
フィーダ（前面または背面）にA4サイズの普通紙をセットして
ください。

 印刷する写真を表示して、印刷枚数を設
定します。
設定したレイアウトの面付け数を超えないように、
写真を選択してください。

①		【 】か【 】ボタンで写真表示

②		【＋】か【－】で枚数設定

 【スタート】ボタンを押して、印刷を実行
します。

n
・印刷位置がずれる場合は、セットアップモードの［CD/ シール位
置調整］で印刷位置を微調整できます。

	h『PM-A970/PM-T990 操作ガイド』140ページ	
	　　	「CD/DVDレーベルの位置調整」

・12cm	CD レーベルの内径 /外径調整により、印刷領域を広げる
ことができます（ワイドエリアタイプに対応）。

	h『PM-A970/PM-T990 操作ガイド』80ページ	
	　　	「CD外径内径調整」

 印刷が終了したら、CD/DVD トレイご
と引き抜き、CD を取り出します。
続けてもう１枚同じレーベルを印刷する場合は、次
のCDをセットし直し、「もう１枚印刷しますか？」
のメッセージ画面で【スタート】ボタンを押してく
ださい。

 （ ）マーク部分を押して、CD/DVD ガ
イドを収納します。

以上で、「メモリカードの写真データを使ってレーベル印
刷」の説明は終了です。
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本書 6 ページからの続き
試し印刷を行う

写真を重ねて印刷するときなどは、事前に 
試し印刷を行うことができます。

 原稿カバーを開け、保護マットが付いて
いることを確認します。

保護マット

写真や書類、CD/DVD	
レーベルなどの反射原稿
をスキャンする場合は、
保護マットが必要です。

 原稿台に原稿をセットします。
スキャンする面を下に向け、原稿台の原点マーク	
（ ）に合わせて、図の向きに置いてください。

o
・原稿は、スキャンする面が平らなものを使用してください。ス
キャンする面がゆがんでいると、ゆがんだままスキャンされます。

原稿台の中央付近に置く

写真などの四角い原稿は、
原点マークから 5mm 以上
離して、傾かないようにセッ
ト

n
・原稿台や白い保護マットにゴミや汚れがあると、正しくスキャン
できないことがあります。原稿台や白い保護マットに汚れがない
状態で原稿をセットしてください。

・四角い原稿の場合は、原稿の中心から読み取れる最大の正方形領
域がスキャンされます。印刷時は、スキャンした正方形領域を
CD/DVDサイズに拡大 /縮小し、ドーナツ状にくり抜いて印刷
します。

・コピー原稿を重ね合わせてコピーをすると、オリジナリティーの
あるCDレーベルを印刷することができます。詳しくは本書 14
ページをご覧ください。

コピー機能を使ってレーベル印刷

このステップで使うもの

バックアップした 
アルバム CD

PM-A970 または 
PM-T990 本体 コピー原稿（写真や布など）
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 原稿カバーを閉じます。

 試し印刷用のＡ 4 普通紙をセットします。

 【コピー】ボタンを押して、コピーモード
にします。

押す

 レイアウトを［CDコピー］に設定します。

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【 】ボタンで設定値表示

③		【 】か【 】ボタンで選択

④		【OK】ボタンで決定

 【印刷設定】ボタンを押して、用紙種類を
［普通紙］に設定します。

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【 】ボタンで設定値表示

③		【 】か【 】ボタンで選択

④		【OK】ボタンで決定

 【スタート】ボタンを押して、印刷を実行
します。

 試し印刷の結果を確認します。
試し印刷をやり直したいときは、手順	 	以降を繰
り返してください。
このままバックアップしたCDへのレーベル印刷
を行うときは、次ページに進んでください。

n
・印刷位置がずれる場合は、セットアップモードの［CD/ シール位
置調整］で印刷位置を微調整できます。

	h『PM-A970/PM-T990 操作ガイド』140ページ	
	　　	「CD/DVDレーベルの位置調整」

・CDレーベルの内径 /外径調整により、印刷領域を広げることが
できます（ワイドエリアタイプに対応）。

	h『PM-A970/PM-T990 操作ガイド』46ページ	
	　　	「CD外径内径調整」
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アルバムCDに印刷を行う

 バックアップした CD をセットします。
本書 8ページ手順	 	～	 	をご覧ください。

 本書 12 ページ手順	 	～	 	を行いま
す。

 【印刷設定】ボタンを押して、用紙種類を
［CD/DVD レーベル］に設定します。

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【 】ボタンで設定値表示

③		【 】か【 】ボタンで選択

④		【OK】ボタンで決定

 必要に応じて他の項目も設定し、【OK】ボ
タンを押して、設定を終了します。

 【スタート】ボタンを押して、印刷を実行
します。

 印刷が終了したら、CD/DVD トレイご
と引き抜き、CD を取り出します。

 （ ）マーク部分を押して、CD/DVD ガ
イドを収納します。

以上で、「コピー機能を使ってレーベル印刷」の説明は終了
です。
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原稿を重ね合わせてスキャン
－原稿の置き方のポイント－

原稿を重ねてスキャンをすると、
オリジナリティーあふれる世界で1枚の
CDレーベルを作成することができます。

【ポイント 1】
写真原稿を重ねて置くときは、全体が正方形に
なるようにしてください。
正方形の大きさを CD の大きさに合わせる必要
はありません。自動的に CD の大きさに拡大 / 
縮小されて印刷されます。

【ポイント 2】
セットした原稿は、自動的に CD の形にトリミ
ングされて印刷されます。
右図の場合、赤い部分がくり抜かれて印刷され
ます。

【ポイント 3】
写真の重なりがない部分（右図の場合、青く
塗った部分）に布などを重ねると、よりオリジ
ナリティーのある CD レーベルを印刷すること
ができます。
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 印刷用紙をセットします。

 【ファンプリント】ボタンを押して、ファ
ンプリントモードにします。

押す

 メニューの［アルバム］を選択します。

①		【 】か【 】ボタンで選択

②		【OK】ボタンで決定

 作成したアルバム CD を CD/DVDドライ
ブにセットします。
CDが正常に挿入されるとCD/DVDドライブラン
プが点灯します。

ランプ

 印刷方法を選択します。

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【OK】ボタンで決定

［アルバム単位で印刷］を選択したときは、手順	 	
に進みます。
［検索印刷］を選択したときは、手順	 	に進みます。

 印刷する写真の含まれるアルバムを選
択します。

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【OK】ボタンで決定

 印刷部数を設定します。
①		【＋】か【－】ボタンで各何枚印		
	刷するかを設定

印刷部数の設定が完了したら、手順	 	に進みます。

バックアップした写真データを印刷

このステップで使うもの�

写真用紙
バックアップした 

アルバム CD
PM-A970 または 
PM-T990 本体
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 検索条件を設定します。
検索は［分類］と［日付］の and 条件で行います。	
例えば、［分類］で［家族］を、［日付］で［2006/10/	
10］を選択したときには、CD内の［家族］分類の中
から［2006/10/10］に撮影されたものを検索しま
す。

分類を設定

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【 】ボタンで設定値表示

③		【 】か【 】ボタンで選択

④		【OK】ボタンで決定

日付を設定

①		【 】か【 】ボタンで項目選択

②		【 】ボタンで設定値表示

③		【 】か【 】ボタンで数値/条件
を選択

④		【 】か【 】ボタンで年/月/日/	
	条件を選択

⑤		【OK】ボタンで決定

n
・日付の設定では、年のみ、年/月のみの設定をすることもできます。

 【ＯＫ】ボタンを押して、検索を実行しま
す。

 必要に応じて【印刷設定】ボタンを押し、
設定をします。

n
・【OK】ボタンを押すと、写真ごとに印刷枚数を設定できます。

①【 】【 】【 】【 】ボタンで選択

②【＋】か【－】ボタンで設定

・【ズーム /表示切替】ボタンを押すと、写真の表示を切り替える
ことができます。

	【 】【 】【 】【 】ボタンで写真を選択し、【＋】【－】ボタン
で印刷枚数を個別に設定することができます。

	【ズーム /表示切替】ボタンを繰り返し押すと、表示される画像
の数が変わります。

 【スタート】ボタンを押して、印刷を実行
します。

n
・アルバムのメニュー［アルバムショー］を選択すると、作成した
アルバムCD内の写真を一定間隔で順次表示します。

①【OK】ボタンで終了

以上で、「バックアップした写真データを印刷」の説明は終
了です。
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